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P − 27　　 in　vitro に おけるラ ッ ト骨髄stromal

cell を用 い た 骨形成 モ デ ル の 作製

P　 28　　　 更年期女 性の 骨代謝 と末梢血 中サ イ

ト カ イ ン 動態
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（目的）近年 、 閉経後の低 エ ス トロゲ ン状態が骨

量減少の 原因として 注目され て い るが 、 詳細な機

序は不明で ある 。 今回我 々 はラ ッ ト骨髄 stromal

cel1 を用い て osteoblast 様細胞の 発生 、 分化 、 及

びこれ らに対するE，
の 影響を in　vitro で 検討 した 。

（方法）生後 7週の ラ ッ ト大腿骨 よ り骨髄細胞を

採取 し、 15％FCS加MEM 培地に て 1週間培養後 トリ

プ シ ン処理を行 っ た。その後、培養系の MEM 培地

に β
一glycerophosphate（工OmM），　 Vitamin　C （82μ

g／ml ），　 Dexamethasone（Dex， 10
−8M

）を添加 した 。

っ い で、同培地に 15％FCS （無処理群）、 15％char −

coal 処理FCS（cFCS）（処理群） 、 あ るい は15％cFCS ＋

10
− TME2

（E2群）をそれぞれ添加 し14日間培養 した 。

7日目に細胞数 、 14日 目に colony 数を算定 し、 さ

らに alkalin 　 phosphatase（ALP）染色を行 っ た 。

（成績）1）無処置群で Dex を添加すると10日目に

大型の osteeblast 様細胞の colony が 出現 し、 14日

目にはカ ル シ ウ ム の 沈着が み られ 、 か っ ALP 陽性

で あり、 骨が形成 されたが、Dex 非添加では骨 は

形成 されなか っ たの で実験系で は全て Dex を添加

した 。 2）細胞数 （× 104cells／mD は無処理群で 42

．2±4．1 、 処理群で 36．2± 5，4 、E2群で 37．0± 4．

8 と各群間で差を認め なか っ た 。 3）ス テ ロ イ ドホ

ル モ ンを除去した処理群で は骨形成colony 数 （個

／we　11）は無処理群の 13．8± 2．8（n・6）に比 して 4．0

±1．1（n・6）と有意に （P＜ 0，05）減少 した 。 4）E2群

で は骨形成colony 数は 11．3± 1．6（n・6）と処理群に

比 して有意（P〈 0．05）に 増加 した 。 （結論）in

vitro で 骨髄stromal 　 ceH よ り骨に 分化す る sys−

tem を確立 した 。 本法を用い るこ とに よりE2が骨

分化に重要な役割をはたす こ とが直接証明された 。

［目的］骨代 謝と末梢IflL中 で の サ イ トカ イ ン （CK ）

動態 との 関係は未だ明 らか で は ない ．代表的な骨代

謝関連 CK と されるIL−1，IL−6，　TNF 　a や増殖囚子TGF

β 1の 血 中濃度 と骨代謝 との 関連，な らび に ホ ル モ ン

補充療法（HRT ）と こ れ ら の CK 動態 との 関連を明 ら

か に す る こ と を 目的 と した．

［方法］本研究 に 同意を得た対象は，骨 に 対す る

既 往治療 ならび に炎症 な ど の 合併症 の ない 1995 年2

月か ら8月ま で の 期間 の 患者33例（45−59歳）で あ る，

骨塩量は DExA 法（Hologic　QDR −20〔叫 こて 測定 し。1鮭

清 IL−1βtIL
−6，　TNF α ，TGF β1な らび に骨代謝 マ

ー

カーと し て 尿 中 デ オ キ シ ピ リ ジ ノ リ ン （DP ），
血清 オ

ス テ オ カ ル シ ン （〔XC）をそ れ ぞれ ELiSA 法 にて測定

し，骨塩量な らび に骨代謝 マ
ーカ ー濃度 と各CK 濃度

と の 相 関を 検 討 し た．HRT （結 合 型 エ ス ト ロ ゲ ン

0．625mg ＋MPA 　25mg ！日 の 連続投与）を施行 し，　 HRT

開始 前 と 3 ケ月 以 後 に 同様 の 測定 を行 っ た 、有意差

検定はWilcoxon　signed 　runk 　testに て 行 っ た．

［成績］TNF α は骨塩 量 と負 の 相関（R＝0．53，　 Pく0，05）

を 示 し た が ，IL1 β，　IL−6 ，
　TGF β1は ．一・

定の傾向を示

さなか っ た．TNF α ，　 E −6はDP と正 の 相関（Rニ0．60，

R＝O、68，
Pく 0．OI）を示 したが ，

皿」−1β，TGF β1で はDP

との 相 関は認 め られなか っ た， また TNF α ，皿．−6 は

OC と llこの 相関（R ＝ 0．51，　 R ＝ 050，　 Pく〔〕．05）が認め られ

たが，皿．−1β，TGF β1とOC との 相関は認め られ なか

っ た．HRT 施行前後の 比 較 で は ，　OC は 治療前と比べ

有意（p＜0．05）に低下 し，DP ，　IL−6，　TNF α で は低 ドす

る 傾 向が 認 め ら れ た．

［結論］血中IL−6，　 TNF α は DP ，　 OC と相関が認め ら

れ．か つ HRT に よ り低下す る 傾向 に あ る こ と か ら，こ

れ らの CK は骨代謝回転を反映 して い る こ とが 初 め

て 示唆 さ れ た．
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